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日本中国語学会第 69 回全国大会プログラム 
 

2019 年 11 月 2 日（土）、3 日（日）  お茶の水女子大学 

 

Ⅰ．前日 11 月 1 日（金） 

16:00～18:00 理事会（文教育学部 1 号館 1 階 第 1 会議室） 

 

Ⅱ．第１日 11 月 2 日（土） 

10:15～11:45 評議会（共通講義棟 2 号館 1 階 102） 

12:00～  受付（共通講義棟 2 号館 1 階 ホール） 

  役員選挙投票（～16:45） 

13:00～13:10 開会式（共通講義棟 2 号館 2 階 201） 

  開会の辞    日本中国語学会会長  大西  克也 

  学会奨励賞授与 

13:10～14:50 招待講演（共通講義棟 2 号館 2 階 201） 

司会  お茶の水女子大学   伊藤さとみ 

 1. 中文比較句的句法與語意         中央研究院                  林   若望 

 2. 再谈“的”字结构及“的”的语义功能 香港中文大学／北京语言大学 潘    海华 
中山大学                  陆      烁 

15:00～17:00 ワークショップ 

 1. 現代中国語の複雑構造における焦点の問題（共通講義棟 2 号館 2 階 201） 

       司会     拓殖大学     永江 貴子 

   韻律的特徴に見るアスペクト助詞“了”の焦点化機能 お茶の水女子大学 林    如 

   仮定文における焦点と談話機能─因果文との互換性を中心に  

お茶の水女子大学  王    芸嬛 

   “就”を伴う動詞重ね型について        お茶の水女子大学  齋藤    萌 

 2. ユーザー中心の中国語教育文法設計に向けて（共通講義棟 2 号館 1 階 102） 

       司会   大阪大学     古川    裕 

   中国語学的文法と中国語教育文法の現状と課題   神奈川大学     鈴木 慶夏 

   日本語学的文法と日本語教育文法の現状と課題    聖心女子大学     岩田  一成 

   汉语差比句的偏误问题           大阪大学     张    恒悦 

   从使用者角度谈语法项目的编排─以“差比句”为例 明治学院大学      西   香織 

17:10～18:10 総会（共通講義棟 2 号館 2 階 201） 

18:20～20:20 懇親会（生協食堂） 

 

Ⅲ．第２日 11 月 3 日（日） 

9:00～  受付（共通講義棟 2 号館 1 階 ホール） 

9:30～11:10 分科会研究発表  午前の部（共通講義棟 1 号館 2, 3 階） 
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11:10～12:00 ポスターセッション（共通講義棟 1 号館 3 階） 

12:00～13:00 昼食・休憩（生協食堂） 

13:00～16:30 分科会研究発表  午後の部（共通講義棟 1 号館 2, 3 階） 

 

 

●ポスターセッション  11:10～12:00（共通講義棟 1 号館 3 階 302, 303） 

  1. 基本語彙の変遷を検証するための通時型中国語教材コーパスの構築について  

目白大学    氷野  善寛 

  2. 有标记“宾语前置”使役句的语用功能、语义特征─从参与者的意图性来分析  

新潟大学（院）    杜      暉 

  3. 現代中国語における助詞“什么的”の機能  上智大学    黃    琬婷 

  4. [経験]の意を表す“过”が V＋O の後に生起する例について 

長崎短期大学    青木    萌 

  5. 広東語授与動詞“畀”    早稲田大学（非）   横田 文彦 

  6. 『清語易言』の語気助詞「吧」について─編者の事績を兼ねて─ 

お茶の水女子大学   陳    暁 

  7. 中国の Web サービスに輸入・借用され中国語の新語・流行語になった日本語の語彙の 

特徴について     苫小牧駒澤大学    山口  莉慧 

  8. 臺灣華語「好像」與「很像」語法功能之異同及演變：語言接觸抑或是內部演變？  

國立清華大學（院） 王   翌帆 

 

※ ポスターはセッション開始の 2 時間前より掲示することが可能です。 

※ ポスターセッションではポスターを縮小印刷したプリント（A4 で 1 枚片面使用）を配布

することができます。 

※ 発表者は所定の時間内にセッション会場を離れることはできません。 

 

 

●分科会研究発表 

■第 1 会場（共通講義棟 1 号館 2 階 201） 

9:30～11:10     司会  東京大学            吉川  雅之 

  近世重紐韻の変遷について─『蒙古字韻』と『古今韻会挙要』を中心に─ 

神戸市外国語大学（院） 季  鈞菲 

  対音資料から見た初唐期の微母と日母【有講評】       神戸市外国語大学（他） 橋本貴子 

  《语录解》注音考辨        江苏师范大学        朴   爱华 

13:00～14:40     司会  愛媛大学             秋谷 裕幸 

  從原始閩語的觀點論六朝江東方言宕攝元音的擬測       中央研究院    吳    瑞文 

  台灣閩南語非優勢腔的音變趨勢                        國立清華大學         劉    秀雪 

            國立清華大學         張    美玲 
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  旗津大林蒲偏泉腔或南部混合腔？─台灣高雄旗津方言漳、泉成分之探究   

國立清華大學         陳    淑娟 

中央研究院    陳    彥君 

14:50～16:30     司会  三重大学             濱田  武志 

  閩語疑問詞‘什麼’的地理語言學研究        國立中央大學    鄭    曉峯 

  演變的沿流─江淮官話的陰聲韻鼻化之動機與機制       國立台中教育大學    程    俊源 

露文資料を用いた近代中国語の分析─『中俄話本』を中心に─ 

神戸市外国語大学（院） 萩原 亮 

 

■第 2 会場（共通講義棟 1 号館 2 階 205） 

9:30～11:10     司会  神戸山手大学         田中  智子 

  从类型学的角度看潮汕闽语动词重叠式的历时演变       陕西师范大学    黄    瑞玲 

  试论福建省莆仙方言的名词分类词        神户市外国语大学（院） 陈    鸿 

  明清閩南戲文中「井」的根源和句法語意分析       國立清華大學    連    金發 

13:00～14:40     司会  放送大学     宮本    徹 

  元明韻主和尚及佛教聲韻小考         香港中文大學    蕭    振豪 

  華嚴字母與雲南韻學：以《切韻正音經緯圖》為討論起點【有講評】 

國立政治大學    呂  昭明 

孫奕《履齋示兒編》「字說」對漢字變體類型辨析之研究   國立雲林科技大學    王  世豪 

14:50～16:30     司会  中央大学     遠藤  雅裕 

  論台灣客家話「V 忒去」結構         國立清華大學    葉    瑞娟 

            國立清華大學    黃    漢君 

  台灣客家語否定標記「無」之條件以及其他相關用法      國立清華大學    黃    漢君 

            國立清華大學    葉    瑞娟 

  析論台灣五洲園派布袋戲三代劇作之語言風格變異        國立中山大學    杜    佳倫 

 

■第 3 会場（共通講義棟 1 号館 2 階 204） 

9:30～11:10     司会  大阪大学     王    周明 

  上古汉语名动配对词的特点与历史层次─以过程类为例    北京第二外国语学院   万      群 

  從先秦漢語行為動詞“擊”的語義結構獲取看工具格的性質及其句法隱現【有講評】 

            陕西师范大学    邵    琛欣 

  上古漢語全量副詞的發展         中央研究院    魏    培泉 

13:00～14:40     司会  首都大学東京    荒木  典子 

  近代汉语使役动词“著”的来源         西安交通大学     丁      丁 

  《醒世姻縁傳》中的“奶奶”有“祖母”这一意思吗─浅谈“奶奶”的“祖母”这一含义的产生 

年代            湖北师范大学    王    姝茵 

  中国近世語における前置詞の語用論的考察─“與”と“對”の比較から─   

新潟大学     干野  真一 
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14:50～15:55     司会  京都大学     松江    崇 

  上古漢語のモダリティマーカー「蓋」について─その本質的機能  

東京大学（院）    三村  一貴 

  出土資料に於ける「對」「答」の使用について       東京大学（院）    李    筱婷 

 

■第 4 会場（共通講義棟 1 号館 2 階 202） 

9:30～11:10     司会  関西大学     山崎  直樹 

  日本語 L1 中国語学習者による可能性の“会”習得と教育法─学習者コーパスに基づく研究─ 

【有講評】           東京外国語大学（院） 石田  智裕 

  中国語のアスペクト・モダリティの習得：学習者コーパスからの知見 

東京外国語大学    望月  圭子 

13:00～14:05     司会  東洋大学     王  亜新 

  “起”类可能补语的语义研究         新潟大学（院）    程    建敏 

  Ｎ＋Ｖ構造の複合語における語素の統語的関係       愛知大学（院）    戸谷  将義 

14:50～15:55     司会  関西大学     李  佳樑 

  《约翰传福音书》（南京）官话版与（北京）官話版之基础方言探究   

                   名古屋大学    卢      建 

  範圍副詞「盡」「淨」「光」比較研究        國立臺灣師範大學     王    錦慧 

 

■第 5 会場（共通講義棟 1 号館 3 階 301） 

9:30～11:10     司会  名古屋大学    卢    建 

  反素语气副词“反正”的语法化及相关教学问题探析【有講評】 

大阪大学（院）    李  怡寧 

  中国語受動マーカーの文法化         山形大学（非）    呉    蘭 

 二重目的語構文の文法化：モダリティと授受       富山大学     福田   翔 

13:00～14:40     司会  東京大学     楊  凱栄 

  有界性制约与“让”字句的语法化束缚        名古屋大学（院）    高    谦 

  同一話題の会話に於いて連続して使う“V（O）了”について─認知言語学と談話分析の視点 

から─           東京外国語大学（院） 胡  良娜 

  语气词“呢”的人际互动功能         关西外国语大学     王    峰 

14:50～15:55     司会  東京外国語大学       加藤 晴子 

  事象の量を表す「一（ひと）＋名詞」の語形成と意味用法─中国語との対照を中心に─【有講 

評】            開南大學     王  蓓淳 

  中国語の“A 代替 B”と日本語の「A は B の代わりに」に関する一考察─誤用例“*我代替英 

语学习汉语”を手掛かりに─【有講評】        大阪大学（院）    李    光曦 

 

■第 6 会場（共通講義棟 1 号館 3 階 304） 

9:30～11:10     司会  東京外国語大学    三宅  登之 
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  アスペクト助詞「了」の意味について─事象の時間的構成との相互作用を中心に─ 

東北大学（院）    劉      陽 

  时向力作用下的“不”与“没”的时态辨析【有講評】    新潟大学（院）    贾    皓炀 

「開始」を表す方向補語“〜开(来)”と“〜起(来)”について【有講評】 

新潟大学（院）    陳      瑩 

13:00～14:40     司会  奈良女子大学    前田真砂美 

  现代汉语表推测义成分“看来、想来、我想”的对比分析  東京大学（院）       王      牧 

  “能”が表す「能力」と“会”が表す「技能」との弁別要素【有講評】 

新潟県立大学（非）   张  素娟 

  从计数到标志受害：“俩”的一种情态化        関西大学             李  佳樑 

14:50～16:30     司会  東京大学     小野 秀樹 

  「補足的」の“着”と「排他的」の“在”─非アスペクト的観点から─【有講評】 

新潟大学             尹    美蓮 

  “了 2<知>”的语义及其相关的语用功能        新潟大学（院）    邓    宇阳 

  台湾華語における助動詞「有」と「了」の用法の違いについて 

京都大学（院）    鄭    雅云 

 

※ 1 発表あたりの持ち時間は、発表 20 分、質疑応答 10 分です。【有講評】の場合は発表 15

分、講評 3 分、回答 2 分、質疑応答 10 分となります。 

※ 各発表の間に教室間の移動用に 5 分間の休憩を設定してあります。次の発表者のパソコン

調整のためにも必要ですので、定時進行にご協力をお願いします。 

※ 会場における追加資料の配付は認められておりません。 

 

 

●分科会研究発表タイムスケジュール 

  第 1 会場 第 2 会場 第 3 会場 第 4 会場 第 5 会場 第 6 会場 

  201 205 204 202 301 304 

司会 吉川雅之 田中智子 王周明 山崎直樹 卢建 三宅登之 

9:30～10:00 季鈞菲 黄瑞玲 万群 石田智裕 李怡寧 劉陽 

10:05～10:35 橋本貴子 陈鸿 邵琛欣 望月圭子 呉蘭 贾皓炀 

10:40～11:10 朴爱华 連金發 魏培泉 ― 福田翔 陳瑩 

11:10～12:00 ポスターセッション 

12:00～13:00 昼食・休憩 

司会 秋谷裕幸 宮本徹 荒木典子 王亜新 楊凱栄 前田真砂美 

13:00～13:30 吳瑞文 蕭振豪 丁丁 程建敏 高谦 王牧 

13:35～14:05 劉秀雪 呂昭明 王姝茵 戸谷将義 胡良娜 張素娟 

14:10～14:40 陳淑娟 王世豪 干野真一 ― 王峰 李佳樑 
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  第 1 会場 第 2 会場 第 3 会場 第 4 会場 第 5 会場 第 6 会場 

司会 濱田武志 遠藤雅裕 松江崇 李佳樑 加藤晴子 小野秀樹 

14:50～15:20 鄭曉峯 葉瑞娟 三村一貴 卢建 王蓓淳 尹美蓮 

15:25～15:55 程俊源 黃漢君 李筱婷 王錦慧 李光曦 邓宇阳 

16:00～16:30 萩原亮 杜佳倫 ― ― ― 鄭雅云 

※ 共同発表の場合は筆頭発表者のみを表示しています。 

 

●書店展示 

 文教育学部 1 号館 1 階 第 1 会議室 

 

●クローク 

    共通講義棟 2 号館 1 階 101 

 

●休憩室 

 2 日目：共通講義棟 1 号館 2 階 203 

 

●参加方法 

事前登録は不要です。 

 （１）参加費（予稿集代を含む）   3,000 円 

 （２）11 月 2 日（土）懇親会費 一般  4,000 円 

     院生・学生 3,000 円 

 

※ 11 月 3 日（日）は、11:00～14:00 の間、生協を営業します。弁当の販売は行いません。 

※ 開催期間中の託児室については、運営の概要と申込方法が学会ウェブサイトに掲載されて

おりますので、その方法に従ってご利用下さい。 

※ 予稿集を 2 部以上購入したい場合は、大会終了後に学会ウェブサイトに記載されている要

領に従ってご注文下さい。 

※ 宿泊先の紹介や斡旋はありません。各自でご予約下さい。会場へは、池袋駅・後楽園駅周

辺が比較的便利です。早目のご予約をお勧めします。 

※ 会場に学会事務局のカウンターは設置されません。学会費納入・学会費領収書発行等の手

続きは行いませんのでご了承下さい。 

※ 敷地内はすべて禁煙です。 

※ お茶の水女子大学では eduroam を利用することができます。 
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◆お茶の水女子大学会場案内 

 
 

 
 
◆アクセス 

東京メトロ丸ノ内線 「茗荷谷」駅より徒歩約 7 分 

東京メトロ有楽町線 「護国寺」駅より徒歩約 8 分 

都営バス「大塚 2 丁目」停留所より徒歩約 1 分 

    

 

受付・クローク・評議会・

開会式・招待講演・ワー

クショップ(1) (2)・総会 
 

理事会・書店 
 

懇親会・昼食 
 

分科会・ポスターセッシ

ョン・休憩室（2 日目） 
 

※ 正門にて、このプログラムと身分証を呈示の上、ご入構ください。南門は閉鎖されています。

进入校区时，请在正门出示本议程和身份证明（如护照、工作证、驾照、外国人登录证、保险证等）。 
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●電車利用 

「茗荷谷」駅までは、 

JR「東京」駅から、東京メトロ丸ノ内線「池袋方面行」、約 11 分。 

JR「御茶ノ水」駅から、東京メトロ丸ノ内線「池袋方面行」、約 8 分。 

JR「池袋」駅から、東京メトロ丸ノ内線「新宿、荻窪方面行」、約 5 分。 

「護国寺」駅までは、 

JR「池袋」駅から、東京メトロ有楽町線「新木場方面行」、約 4 分。 

「大塚 2 丁目」停留所までは、 

JR「池袋」駅から、都営バス-都 02 乙「春日駅（一ツ橋）行」、約 5 分。 

JR「大塚」駅から、都営バス-都 02「JR 錦糸町駅行」、約 7 分。 

 

●飛行機利用 

 ・成田空港から 

  京成スカイライナー「京成上野行」にて「日暮里」駅まで、約 40 分。 

   その後、JR 山手線「池袋・新宿方面行」にて「池袋」駅まで、約 13 分。 

  その後、東京メトロ丸ノ内線「新宿、荻窪方面行」にて「茗荷谷」駅まで、約 5 分。 

または、 

JR 成田エクスプレスにて「東京」駅まで約 1 時間。 

  その後、東京メトロ丸ノ内線「池袋方面行」にて「茗荷谷」駅まで、約 11 分。 

 ・羽田空港から 

  東京モノレールにて「浜松町」駅まで、約 17 分。 

  その後、JR 山手線「東京・上野方面行」にて「東京」駅まで約 16 分。 

  その後、東京メトロ丸ノ内線「池袋方面行」にて「茗荷谷」駅まで、約 11 分。 

または、 

  京急空港線にて「品川」駅まで、約 15 分。 

  その後、JR 山手線「東京・上野方面行」にて「東京」駅まで約 13 分。 

  その後、東京メトロ丸ノ内線「池袋方面行」にて「茗荷谷」駅まで、約 11 分。 

 

※駐車場はご利用できません。公共交通機関をご利用ください。 

※会場までのアクセスは、http://www.ocha.ac.jp/access/index.html でもご覧いただけます。 

※入構の際は、必ず身分証とプログラムをお持ちいただき、正門脇の守衛所にご提示くださ

い。请务必携带身份证明（如护照、工作证、驾照、外国人登录证、保险证等）和本议程，

并在进入校区时向正门旁边的值班人员出示。 
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